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楽しかった奈良・京都の旅（東大寺にて）

３年後はオーバーツーリズムになるかも（町長報告） �  ２P

女子の制服にスラックスを（６人が一般質問） �  ６～９P

自閉症治療の通院費に助成を（あれ、どんなっとん！） �  11P

はきはきと自分の意見を述べた（中学生１日議会体験記） �  12・13P

赤ちゃんからお年寄りまで楽しめる教室を
　　　　　　　　 　　　　　（がんばっりょるで） �  14P
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小林町長

コロナ禍でも
ほどよい来場者
であった

３年後は
オーバーツーリズム？

◦９月10日　町民ゴルフ大会が玉野ゴルフ倶楽部
で開催され、表彰式に出席しました。

◦９月22日　中電ネットワーク岡山センター所長
が来庁し、荒神島送電線事故の今後の対策につ
いて説明を受けました。

◦９月23日　福武財団「新美術館」新築工事安全
祈願祭が挙行され出席しました。

◦10月４日　昨年の強風で破損した黄かぼちゃが
復元され、草間彌生「南瓜」お披露目の会に出
席しました。

◦10月６日　町と県との意見交換会に県政策部長
が来庁されました。

◦10月20日　四国地方整備局高松港湾空港技術調
査事務所長が来庁し、災害時における海上輸送
を活用して物流などのネットワーク形成につい
て説明を受けました。

◦11月６日　瀬戸芸2022閉幕に伴い、海の駅でつ
つじ太鼓の演奏などで観光客のお見送りをしま
した。

◦11月９日　中学校一日議会体験学習が役場議場
で開催され、18件の一般質問がありました。

◦11月20日　アイランダー2022が池袋サンシャイ
ンシティで開催され参加しました。

（主なもの）
送
電
線
事
故
の
対
策
は

Q
（
山
下
）
荒
神
島
送

電
線
事
故
の
今
後
の

対
策
は
。

A
（
町
長
）
中
電
は
、

ケ
ー
ブ
ル
の
真
ん
中

に
印
を
つ
け
る
な
ど
考
え
た

が
難
し
く
、
今
後
も
対
策
を

考
え
る
と
の
こ
と
。

送
水
管
が
破
損
の
と
き
は

Q
（
西
岡
）
海
底
送
水

管
が
破
損
し
た
と
き
、

主
な
質
疑

全
世
帯
分
の
水
量
は
あ
る
か
。

A
（
町
長
）
送
水
管
は

海
底
に
埋
設
さ
れ
て

い
る
の
で
錨
で
の
破
損
の
可

能
性
は
少
な
い
と
思
う
が
、

万
が
一
の
場
合
、
船
舶
で
運

搬
し
、
鶴
石
受
水
場
へ
の
ポ

ン
プ
ア
ッ
プ
も
考
え
る
。

ミ
ズ
ノ
と
の
新
し
い
連
携
は

Q
（
小
野
）
ミ
ズ
ノ
か

ら
の
申
し
出
や
町
か

ら
の
要
望
は
あ
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
来
年
度
は

歩
行
機
能
の
点
検
を

や
り
た
い
。

A
（
ま
ち
観
課
長
）
相

談
窓
口
で
は
、
業
者

か
ら
の
相
談
は
あ
っ
た
が
個

人
か
ら
の
相
談
は
な
か
っ
た
。

県
へ
の
要
望
は

Q
（
濵
口
）
町
と
県
と

の
意
見
交
換
会
に
政

策
部
長
が
来
庁
し
た
。
来
年

度
の
予
算
要
望
は
。

A
（
町
長
）
直
島
町
で

は
、
子
ど
も
の
医
療

費
は
高
校
生
ま
で
無
料
化
し

て
い
る
。

　

香
川
県
は
小
学
生
ま
で
な

の
で
、
こ
れ
を
県
下
一
律
に

高
校
生
ま
で
無
料
化
す
る
よ

う
要
望
し
た
。
そ
の
他
、
家

族
用
住
宅
建
設
、
横
防
、
追

出
地
区
の
急
傾
斜
地
崩
壊
防

止
対
策
へ
の
補
助
な
ど
を
要

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
来
場
者
が
ほ
と
ん

ど
い
な
か
っ
た
中
、
ほ
ど
よ

い
来
場
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

３
年
後
に
は
瀬
戸
芸
２
０

２
５
と
関
西
万
博
も
開
か
れ

る
。
新
美
術
館
の
建
設
も
あ

り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
バ

ス
を
増
や
す
な
ど
い
ろ
ん
な

こ
と
を
考
え
た
い
。

Q
（
山
上
）
新
美
術
館

が
で
き
た
と
き
、
周

辺
の
交
通
渋
滞
が
懸
念
さ
れ

る
が
そ
の
対
策
は
。

A
（
町
長
）
住
民
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え

た
い
。

最
終
報
告
の
結
果
は

Q
（
松
島
）
岡
大
・
ベ

ネ
ッ
セ
の
共
同
研
究

の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A
（
町
長
）
ア
ー
ト
や

文
化
活
動
が
住
民
に

及
ぼ
す
影
響
は
良
か
っ
た
と

の
報
告
だ
っ
た
。

相
談
窓
口
で
の
手
ご
た
え
は

Q
（
西
岡
）
ア
イ
ラ
ン

ダ
ー
が
３
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
た
。
相
談
窓
口
で

は
直
島
へ
の
興
味
や
移
住
希

望
な
ど
の
感
触
は
あ
っ
た
か
。

町
長
報
告

建設にとりかかった新美術館（桃山教員宿舎あと）

望
し
た
。

瀬
戸
芸
の
感
想
と
課
題
は

Q
（
山
上
）
今
回

の
瀬
戸
芸
全
体

を
通
し
て
の
町
長
の
感

想
と
次
回
へ
の
課
題
は
。

A
（
町
長
）
総
来

場
者
数
は
３
年

前
と
比
較
し
て
45
％
の

減
少
で
あ
っ
た
が
、
コ
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津山教育長

ふれんどルーム
の先生は優先
して採用

令和５年４月
キッズポート　　　　
第三の居場所事業開所

◦９月２日　直島ふれんどルーム職員を対象に、子ども
第三の居場所事業が設置されることを周知しました。

◦10月13日　幼小中園長・校長の目標申告・評価制度中
間面接を行ないました。

◦10月19日　令和５年度へき地教育に関する人事及び予
算についての要望を県に町長とともに行ないました。

◦10月27日　西部公民館に展示している絵画を寄贈いた
だいた山崎とよ氏が来庁され、お礼を申し上げました。

◦11月14日　県の部活動の地域移行推進準備委員会に出
席しました。

◦11月16日　一般社団法人キッズポート理事から、令和
５年４月に開所される第三の居場所事業に携わる職員
募集について説明を聞きました。

◦11月22日　直島ふれんどルーム職員説明会を開催し、
一般社団法人キッズポート理事から第三の居場所事業
のパート職員募集についての説明を聞きました。

（主なもの）
第
三
の
居
場
所
事
業
の

�

説
明
で
の
反
応
は

Q
（
山
上
）
直
島
ふ
れ

ん
ど
ル
ー
ム
の
職
員

の
人
数
は
。
ま
た
、
そ
の
周

知
で
の
職
員
の
反
応
な
ど
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

A
（
教
育
長
）
職
員
の

人
数
は
７
人
だ
。
反

応
に
つ
い
て
は
、
動
揺
さ
れ

て
い
た
。

主
な
質
疑

園
・
学
校
の
目
標
は

Q
（
中
根
）
幼
小
中
園

長
・
校
長
の
目
標
申

告
・
評
価
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

A
（
教
育
長
）
園
長
か

ら
は
、
幼
児
の
発
達

を
促
す
環
境
・
機
会
を
大
事

に
す
る
こ
と
。小
学
校
長
は
、

学
力
を
育
成
す
る
た
め
、
児

童
主
体
の
学
習
指
導
の
取
り

組
み
を
行
な
う
こ
と
。
中
学

校
長
は
、
仲
間
づ
く
り
を
大

切
に
、
豊
か
な
人
権
感
覚
の

育
成
の
取
り
組
み
を
行
な
う

こ
と
だ
。

地
域
指
導
員
の
資
格
は

Q
（
西
岡
）
部
活
動
の

地
域
指
導
員
に
資
格

は
。A

（
教
育
長
）
資
格
に

つ
い
て
は
、
国
や
県

の
補
助
を
受
け
る
な
ら
資
格

が
い
る
。
た
だ
、
そ
の
資
格

は
講
習
会
を
受
け
れ
ば
得
ら

れ
る
。

　

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目

で
適
当
な
方
を
探
し
て
い
る
。

へ
き
地
教
育
に
係
る

�

人
事
・
予
算
要
望
は

Q
（
宮
原
）
先
生
に
な

り
た
い
人
が
減
少
し
、

不
足
し
て
い
る
と
聞
く
。
香

川
県
は
ど
う
か
。

A
（
教
育
長
）
県
で
も

講
師
等
の
不
足
が
あ

る
。
し
か
し
、
県
に
要
望
し

た
人
事
で
は
、
そ
れ
と
は
関

係
な
い
。
直
島
に
は
必
要
な

配
置
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
た
だ
、
中
学
校
の
技
術

の
先
生
の
配
置
を
要
望
し
た
。

Q
（
小
野
）
予
算
面
の

要
望
は
な
に
か
。

A
（
教
育
長
）
へ
き
地

手
当
て
が
目
減
り
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
充
実
を

要
望
し
た
。

ど
な
た
の
寄
贈

Q
（
松
島
）
西
部
公
民

館
の
絵
画
作
家
と
、

寄
贈
さ
れ
た
二
人
は
ど
の
よ

う
な
方
か
。

A
（
教
育
長
）
作
家
の

小
倉
さ
ん
は
手
芸
家
。

作
品
の
多
く
は
、
モ
ネ
の
睡

蓮
に
関
係
す
る
作
品
を
手
が

け
ら
れ
て
い
る
。
寄
贈
の
山

崎
さ
ん
は
、
地
中
美
術
館
に

モ
ネ
の
睡
蓮
が
あ
る
こ
と
か

ら
直
島
に
と
い
う
い
き
さ
つ

で
寄
贈
さ
れ
た
。
両
人
と
も

島
外
の
方
だ
。

第
三
の
居
場
所
事
業
と

�

ふ
れ
ん
ど
ル
ー
ム
は
併
存
か

Q
（
松
島
）
第
三
の
居

場
所
事
業
と
ふ
れ
ん

ど
ル
ー
ム
は
併
存
す
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
第
三
の

居
場
所
事
業
は
、
ふ

れ
ん
ど
ル
ー
ム
と
同
じ
機
能

の
事
業
で
あ
る
。
よ
っ
て
第

三
の
居
場
所
事
業
が
開
所
に

な
る
な
ら
、
ふ
れ
ん
ど
ル
ー

ム
は
行
な
わ
な
い
。

Q
（
宮
原
）
第
三
の
居

場
所
事
業
で
職
員
募

集
を
す
る
が
、
ふ
れ
ん
ど

ル
ー
ム
の
先
生
方
は
優
先
し

て
採
用
さ
れ
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
優
先
し

て
採
用
さ
れ
る
。

教
育
長
報
告

寄贈の絵画
作者：小倉ゆき子�氏
寄贈：山崎とよ�氏　
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山上 委員長

瀬戸内国際芸術祭2022
� 無事閉幕

総 

務
・
文 

教
中根 委員長

どうなる
�今後のつり公園

経 

済
・
民 

生

〔
総
務
課
〕

香
川
県
知
事
選
挙

８
月
28
日

　

投
票
数 

８
６
０
票

　

投
票
率 

33
・
35
％

18
歳
・
19
歳
投
票
者
数

 

34
人
中
12
人

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

瀬
戸
内
国
際
２
０
２
２
閉
幕

秋
会
期
来
場
者
数

 
６
５
，
４
６
２
人

会
期
全
体
の
来
場
者
数

 

１
６
６
，
７
３
７
人

（
前
回
の
総
来
場
者
数
）

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設

置
、介
護
医
療
院
へ
の
移
行
・

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
の
説
明

が
あ
っ
た
。
看
護
師
１
人
の

面
接
を
予
定
。

Q
（
中
根
）
イ※
ン
ボ
イ

ス
の
件
、
５
年
間
の

未
納
加
算
分
５
％
と
延
滞
税

１
年
分
２
・
５
％
が
必
要
だ

が
、
ど
の
く
ら
い
か
。

※
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

A
（
事
務
長
）
５
年
間

分
で
１
，
０
０
０
万

円
く
ら
い
だ
と
思
う
。

 

３
０
３
，
７
８
８
人

 

45
％
の
減

生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券

�

支
給
事
業

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
燃
料

や
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を

受
け
る
町
民
へ
の
生
活
支
援

と
、
地
域
の
消
費
活
性
化
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
。

対
象
者

　

令
和
４
年
11
月
１
日
時
点

で
、
直
島
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

ク
ー
ポ
ン
券
の
金
額

 

一
人
１
５
，
０
０
０
円

使
用
期
間

　
　

令
和
４
年
12
月
23
日
～

　
　

令
和
５
年
２
月
28
日

Q
　

取
扱
店
と
取
扱
品

目
の
選
定
基
準
は
。

A
　

ど
ち
ら
も
地
域
の

活
性
化
に
な
る
よ
う

配
慮
し
て
い
る
。

〔
教
育
委
員
会
〕

通
園
バ
ス
送
迎
の
安
全
対
策
は

　
「
通
園
バ
ス
一
覧
表
」
を

新
た
に
作
成
し
、
降
車
時
等

の
点
呼
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
幼
児
の
所
在
確
認
を

徹
底
し
て
い
る
。

外
国
語
指
導
助
手
の
後
任

　

町
内
在
住
の
２
人
の
ア
メ

リ
カ
国
籍
の
ネ
ー
テ
ィ
ブ
の

方
に
依
頼
し
た
。

Q
　

２
人
は
臨
時
的
な

も
の
か
。

A
　

４
月
か
ら
新
し
い

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
迎
え
る
よ

う
調
整
し
て
い
る
。

生
徒
指
導
状
況
問
題
調
査

Q
　

新
聞
報
道
に
よ
る

と
県
内
の
い
じ
め
な

ど
の
状
況
は
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
当
町
の
状
況
は
。

A
　

小
中
と
も
に
暴
力

行
為
は
な
い
。
い
じ

め
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
カ

ウ
ン
ト
方
法
の
変
更
な
ど
に

よ
り
数
件
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
特
段
懸
念
さ
れ
る
状
況

で
は
な
い
。

また３年後に会いましょう

Q
（
山
上
）
介
護
医
療

院
の
移
行
を
６
年
度

か
ら
す
る
が
、
介
護
支
援
専

門
員
は
本
庁
の
保
健
師
が
兼

務
す
る
こ
と
で
県
に
お
願
い

し
て
い
る
。
前
向
き
な
回
答

は
出
て
い
る
か
。

A
（
課
長
）出
て
い
る
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○ 

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
・
子
育
て
世
帯
応
援
給

付
金
を
補
正
計
上
。

Q
（
松
島
）
価
格
高
騰

緊
急
支
援
と
子
育
て

世
帯
応
援
給
付
金
の
対
象
者

は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

A
（
課
長
）
価
格
高
騰

支
援
が
３
９
０
世
帯
、

子
育
て
応
援
が
３
７
０
人
く

ら
い
だ
。

〔
健
康
推
進
室
〕

○ 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
接
種

経
費
・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業
・
接

種
委
託
料
・
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
な

ど
補
正
計
上
。

Q
（
小
野
）
５
歳
～
11

歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
、
副
反
応
な
ど
出
て
い
な

い
か
。

A
（
室
長
）
熱
が
出
た

と
か
腕
が
少
し
痛
い

と
か
、
何
人
か
の
母
親
か
ら

聞
い
た
が
、
重
症
化
し
た
と

い
う
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○ 

10
月
30
日　

コ
メ
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
稲
刈
り
」

開
催

○ 

町
農
業
専
門
委
員
概
要
案
、

積
浦
地
区
宅
地
造
成
事
業

計
画

等
の
説
明
を
受
け
た
。

Q
（
井
下
）
つ
り
公
園

の
改
善
計
画
は
検
討

し
て
い
る
の
か
。

A
（
課
長
）
現
在
、
ど

う
い
う
構
想
で
や
っ

て
い
く
か
調
査
を
考
え
て
い

る
。
５
年
度
で
調
査
し
、
そ

れ
を
基
に
６
年
度
で
基
本
計

５回目の接種

11月15・16日に合同常任委員会を開催しました。
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宮
原 

委
員
長

事
業
内
容
・
運
営
資
金

�

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

12
月
６
日　

定
例
会
終
了

後
、
キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト
理
事
３

人
に
出
席
い
た
だ
き
、
４
月

か
ら
の
新
規
事
業
〔
子
ど
も

第
三
の
居
場
所
事
業
〕
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

○
名　

称

　

キ
ッ
ズ
ポ
ー
ト　
Ｌラ

ボ
ａ
ｂ
．

○
対
象
者 

小
学
生

○ 

内　

容　

預
か
り
は
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
、
下
校
時

か
ら
18
時
ま
で
、
休
日
は

８
時
か
ら
18
時
ま
で

　

日
曜
日
は
カ
フ
ェ
の
み

○ 

利
用
料
金　

ふ
れ
ん
ど

ル
ー
ム
と
同
じ
基
本
料
金

プ
ラ
ス
お
や
つ
代

○
定　

員 

30
人

Q
（
山
上
）
休
日
や
長

い
預
か
り
時
間
の

時
、
学
校
の
体
育
館
な
ど
利

用
す
る
の
は
可
能
か
。

A
（
教
育
長
）
学
校
行

事
な
ど
で
使
っ
て
い

な
い
時
な
ら
大
丈
夫
だ
。

Q
（
中
根
）
利
用
料
金

だ
け
で
運
営
資
金
は

足
り
る
の
か
。

A
（
山
岸
）
利
用
料
金

だ
け
で
は
全
然
足
り

な
い
。
日
本
財
団
か
ら
の
補

助
金
は
３
年
間
出
る
が
、
そ

の
後
は
町
と
議
会
に
相
談
し

た
い
。

Q
（
中
根
）
併
設
す
る

カ
フ
ェ
だ
が
、
利
用

者
は
限
定
せ
ず
、
観
光
客
等

に
も
開
放
す
る
の
か
。

A
（
山
岸
）
利
用
客
の

限
定
は
し
な
い
。
Ｌ

ａ
ｂ
．の
看
板
に
カ
フ
ェ
も

入
れ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。メ
ニ
ュ
ー

は
簡
単
な
お
や
つ
と
飲
み
物

を
考
え
て
い
る
。

Q
（
小
野
）
運
営
資
金

を
確
保
す
る
た
め
、

企
業
な
ど
に
補
助
を
お
願
い

し
て
は
。

A
（
山
岸
）
三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
、
ベ
ネ
ッ
セ

な
ど
に
は
、
す
で
に
お
願
い

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
の

企
業
に
も
お
願
い
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。
個
人
さ
ま
に

も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
よ
う
な
か
た
ち
を
考
え

て
い
る
。

Q
（
松
島
）
も
し
、
定

員
の
30
人
を
超
え
た

場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
（
山
岸
）
当
然
、
優

先
順
位
は
決
め
て
い

く
。
最
終
的
に
は
抽
選
も
あ

り
え
る
。

Q
（
中
根
）
一
時
預
か

り
の
児
童
は
ど
う
な

る
。A

（
山
岸
）
一
時
預
か

り
の
児
童
は
定
員
数

に
は
入
れ
な
い
。

Q
（
井
下
）
教
育
長
が

今
ま
で
何
回
か
打
ち

合
わ
せ
を
し
て
、
今
あ
る
施

設
よ
り
良
い
も
の
に
な
っ
て

い
れ
ば
、Ｌ
ａ
ｂ
．へ
移
行
し

て
い
く
と
言
わ
れ
た
が
、
そ

れ
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
か
。

A
（
山
岸
）
そ
の
面
で

は
十
分
ク
リ
ア
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み

�

に
つ
い
て
意
見
交
換

　

11
月
16
日
委
員
会
を
開
催

し
、デ
ジ
タ
ル
推
進
室
か
ら
、

町
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
次
の
説
明

が
あ
っ
た
。

① 

行
政
情
報
デ
ー
タ
の
標
準

化
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
等
に
つ
い
て
の

基
礎
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム

等
の
構
築

② 

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
等
の
取
り
組
み

　

そ
の
後
、
次
の
意
見
交
換

を
行
な
っ
た
。

① 

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
よ
り
何
が
便
利
に

な
る
の
か
。費
用
対
効
果
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
で
き
る

部
分
と
で
き
な
い
部
分
な

ど
② 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
で
、
町
の
普
及

率
、
何
が
変
わ
る
か
な
ど

もうすぐ完成　キッズポート��Ｌａｂ．

にぎわった環境フェスタ2022 つり公園　今後の計画は

画
、
実
施
設
計
に
も
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
改
革

　
　

推
進
特
別

子ども第三の居場所事業
キッズポート  Ｌａｂ．
 について

〔
環
境
水
道
課
〕

○ 

10
月
29
日　

環
境
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
２
開
催

○ 

12
月
下
旬
エ
コ
ア
イ
ラ
ン

ド
推
進
委
員
会
開
催
予
定
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一
般
質
問

内容は質問者の責任において作成しています

中根 議員西岡 議員

〔
町
長
〕
再
度
人
員
確
保
を
申
し
入
れ
る

〔
教
育
長
〕
保
護
者
各
自
で
購
入
を

小
型
船
、早
く
元
の
ダ
イ
ヤ
に

子
ど
も
の
安
全
の
た
め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

　

現
在
の
小
型
船
は
減
便
さ

れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
不
自

由
さ
れ
て
い
る
。
公
営
の
交

通
機
関
で
な
い
四
国
汽
船
に

進
言
す
る
の
は
厳
し
い
と
思

う
が
、
今
の
定
期
海
上
交
通

は
四
国
汽
船
一
社
だ
。

　

町
長
か
ら
、
毎
日
利
用
し

て
い
る
皆
さ
ん
の
苦
労
や
不

便
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

　

近
年
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等

で
、
行
方
不
明
に
な
る
子
ど

も
が
増
加
し
て
い
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

石
川
県
の
野の

の々

市い
ち

市し

で
は
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
実
証

事
業
を
始
め
て
お
り
、
保
護

者
と
町
内
会
・
市
が
連
携
し
、

効
果
の
高
い
見
守
り
の
構
築

を
し
て
い
る
。
他
の
自
治
体

以
前
の
ダ
イ
ヤ
に
戻
る
よ
う

話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
番
大
き
な
レ
ッ
ド
バ
ー
ド

は
今
は
な
く
、
強
風
が
吹
く

と
欠
航
し
て
い
る
。
そ
の
便

で
帰
る
予
定
の
皆
さ
ん
は
帰

れ
な
く
な
り
宿
泊
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。

　

早
く
レ
ッ
ド
バ
ー
ド
を
呼

び
戻
し
、
欠
航
の
な
い
高
松

便
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う

で
も
同
様
の
検
証
を
始
め
て

い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
万
が

一
の
事
態
に
備
え
、
何
ら
か

の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
９
歳
以
下
の
幼
・

小
に
通
っ
て
い
る
児
童
に
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
ほ
ど
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
を
持
つ
装
置
を
持
た

せ
、
保
護
者
・
学
校
・
教
育

委
員
会
で
管
理
す
れ
ば
、
不

測
の
事
態
の
際
に
効
果
を
発

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
９
月
５
日

よ
り
人
手
不
足
の
た

め
減
便
の
ダ
イ
ヤ
変
更
が
あ

り
、
皆
さ
ん
に
は
不
便
な
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現

状
を
踏
ま
え
、
四
国
汽
船
に

対
し
て
、
既
に
協
議
を
し
て

い
る
。

　

社
長
か
ら
「
船
員
の
確
保

が
で
き
次
第
レ
ッ
ド
バ
ー
ド

揮
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
を
新
し
く
策
定
し
、

安
全
を
考
慮
し
た
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
は
と
考
え
る
。

A
（
教
育
長
）
小
学
校

の
登
下
校
時
に
お
い

て
は
、
事
件
・
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
入
学
時
に
全
て

の
児
童
に
防
犯
用
の
笛
を
配

布
し
、６
月
の
防
犯
教
室
で
、

警
察
官
か
ら
指
導
し
て
い
た

を
運
航
し
、
元
の
ダ
イ
ヤ
に

戻
し
た
い
」と
聞
い
て
い
る
。

　

人
員
確
保
を
早
く
、
し
っ

か
り
す
る
よ
う
再
度
、
申
し

入
れ
を
行
な
う
の
で
し
ば
ら

く
待
っ
て
ほ
し
い
。

（
中
根
）
現
状
、
多
く
の
船

員
が
退
社
し
た
と
聞
い
て
い

る
。
な
か
な
か
厳
し
い
状
態

だ
と
思
う
が
、
早
く
元
の
ダ

イ
ヤ
に
戻
る
よ
う
一
刻
も
早

い
人
員
確
保
を
四
国
汽
船
に

強
く
望
む
。

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
交
通

指
導
員
や
教
員
が
通
学
路
の

数
カ
所
で
指
導
を
し
て
お

り
、
子
ど
も
の
安
全
を
確
保

し
て
い
る
。

　

全
国
の
事
例
は
ほ
と
ん
ど

が
家
庭
生
活
で
発
生
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
迷
子

防
止
装
置
は
必
要
と
考
え

る
。
保
護
者
が
購
入
し
、
我

が
子
に
身
に
付
け
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
の
迷
子

防
止
装
置
は
、
初
期
対
応
手

段
と
し
て
は
有
効
だ
が
、
身

に
付
け
て
い
な
け
れ
ば
役
に

一刻も早く元のダイヤに

立
た
な
い
。

　

直
島
は
周
囲
が
海
で
隔
て

ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

を
地
域
の
方
が
よ
く
知
っ
て

い
る
と
い
う
長
所
も
あ
り
、

他
の
地
域
よ
り
安
全
性
は
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
所
在

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

警
察
等
の
関
係
機
関
に
連

絡
・
通
報
す
る
対
応
に
な
っ

て
い
る
。

子どもの安全対策を



議会だより　なおしま No.2027

山上 議員山下 議員

〔
町
長
〕
団
員
不
足
解
消
に
努
め
る

〔
教
育
長
〕
小
・
中
学
校
長
に
検
討
を
指
示

消
防
団
の
現
状
と
課
題
は

女
子
の
制
服
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
導
入
を

　

当
町
の
消
防
は
、
全
国
で

29
町
村
（
平
成
30
年
消
防
白

書
）
し
か
な
い
常
備
消
防
を

持
た
な
い
自
治
体
で
あ
り
、

火
災
や
災
害
な
ど
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
本
業
を
持
ち
な

が
ら
町
民
の
た
め
に
活
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
消
防
団

員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
る
。

　

現
在
ま
で
消
防
団
員
の
確

保
対
策
に
つ
い
て
は
、
機
能

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
レ
ス
と
い
う
言
葉
が
耳

に
馴
染
ん
で
き
た
こ
の
頃
、

女
子
児
童
・
女
子
生
徒
の
制

服
を
ス
カ
ー
ト
一
択
で
は
な

く
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
導
入
し
、

選
択
肢
を
増
や
し
て
は
と
考

え
る
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
①

動
き
や
す
い
機
能
性
の
高
さ

②
暖
か
い
③
痴
漢
等
か
ら
の

別
消
防
団
員
の
創
設
や
団
員

の
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
が
、
人

口
減
少
の
影
響
な
ど
も
あ
り

団
員
の
確
保
も
難
し
い
状
況

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
職
責
の
重
さ
な
ど

か
ら
本
部
へ
の
登
用
に
つ
い

て
も
、
現
本
部
が
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
な
り

手
が
い
な
い
難
し
い
状
況
と

聞
い
て
い
る
。

　

当
町
に
お
け
る
消
防
団
の

防
犯
④
本
人
が
選
べ
る
楽
し

さ
等
だ
。

　

初
潮
の
平
均
年
齢
は
10
～

15
歳
で
、
小
学
校
高
学
年
か

ら
は
特
に
②
の
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
。

　

近
県
で
も
既
に
導
入
し
て

い
る
中
学
校
が
数
校
あ
り
、

好
評
だ
。

　

当
町
で
も
ぜ
ひ
導
入
し
、

ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
を
更
に
快

存
在
は
、
町
民
の
安
心
・
安

全
確
保
の
た
め
に
も
大
変
大

き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

①�

各
分
団
の
消
防
団
員
数
の

推
移
に
つ
い
て

②�

団
員
の
確
保
対
策
と
し
て

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
③�

本
部
の
な
り
手
不
足
解
消

に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

　

以
上
３
点
に
つ
い
て
町
長

適
で
楽
し
い
も
の
に
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。

A
（
教
育
長
）
一
人
ひ

と
り
の
存
在
を
認

め
、
尊
重
す
る
人
権
教
育
は

極
め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
。
性
別
に
よ
る
差
別

を
な
く
し
、
男
女
が
平
等
に

生
き
る
こ
と
を
認
め
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
レ
ス
の
考
え
方
を
推

進
す
る
こ
と
や
、
性
の
少
数

者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
令
和

４
年
４
月
１
日
現
在
で
基
本

団
員
１
０
７
人
、
機
能
別
分

団
員
７
人
の
計
１
１
４
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

②
団
員
の
確
保
対
策
に
つ

い
て
は
、
町
内
各
企
業
へ
の

消
防
活
動
の
重
要
性
と
消
防

団
へ
の
理
解
を
求
め
勧
誘
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
毎
年

実
施
し
て
い
る
幼
小
中
合
同

避
難
訓
練
へ
の
参
加
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
18
歳
に

な
っ
た
時
に
は
、消
防
団
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
入
団
し

た
い
と
思
え
る
よ
う
に
今
後

も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　

③
本
部
の
な
り
手
不
足
解

消
に
向
け
た
対
策
は
、
現
団

長
が
令
和
５
年
３
月
に
勇
退

さ
れ
た
後
は
、
現
副
団
長
が

団
長
と
な
り
各
分
団
の
分
団

長
４
人
が
本
部
を
兼
務
す
る

こ
と
に
決
定
し
て
い
る
。

Q
　

団
員
確
保
に
つ
い

て
は
、
移
住
者
が
増

加
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
消

防
団
の
現
状
と
理
解
を
求
め

勧
誘
し
た
ら
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
今
後
、
移

住
者
の
方
も
消
防
団

に
加
入
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
思
う
の
で
、
周
知
に

努
め
て
い
き
た
い
。

の
見
解
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
①
消
防
団

員
数
の
推
移
は
、
昭

和
50
年
か
ら
平
成
元
年
に
は

１
５
０
人
程
度
、
平
成
２
年

か
ら
平
成
６
年
は
１
４
０
人

程
度
、
平
成
７
年
か
ら
令
和

元
年
で
は
１
３
０
人
程
度
で

推
移
し
て
お
り
、
町
外
転
出

派
で
あ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
性

的
少
数
者
）
を
承
認
す
る
こ

と
は
社
会
全
体
で
取
り
組
む

と
同
時
に
、
学
校
教
育
に
お

い
て
も
取
り
組
む
べ
き
こ
と

と
考
え
る
。

　

全
て
の
児
童
・
生
徒
が
性

別
に
関
係
な
く
ス
ラ
ッ
ク
ス

を
着
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
は
実
用
的
で
あ
り
、
人

権
教
育
の
観
点
か
ら
も
重
要

と
考
え
る
。

　

現
在
、
小
学
校
で
は
登
下

校
中
に
女
子
児
童
が
防
寒
用

に
長
ズ
ボ
ン
を
履
く
こ
と
は

認
め
て
い
る
が
、
学
校
で
は

ス
カ
ー
ト
に
履
き
替
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
中
学
校

で
は
防
寒
用
に
登
下
校
時
や

校
内
で
長
ズ
ボ
ン
を
履
い
て

い
た
り
、
ス
カ
ー
ト
の
下
に

半
ズ
ボ
ン
を
履
い
て
い
る
生

徒
も
い
る
。
こ
の
機
会
に
、

十
分
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

校
則
に
関
す
る
こ
と
は
各

学
校
長
の
職
務
権
限
に
属
す

る
た
め
、
小
・
中
学
校
長
が

相
互
連
携
し
、
子
ど
も
や
保

護
者
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
の
観

点
か
ら
も
ス
ラ
ッ
ク
ス
等
の

着
用
に
つ
い
て
再
度
検
討
す

る
よ
う
指
示
す
る
。

幼小中合同避難訓練

セーラー服にスラックス
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一般質問つづき

宮原 議員

〔
町
長
〕
今
年
度
中
に
開
催
し
た
い

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
講
習
会
実
施
は

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
ひ
と

つ
に
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ

ル
化
」
の
重
点
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用

す
る
人
と
利
用
し
な
い
人
と

の
情
報
格
差
（
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
）
の
課
題
が
あ
る
。

　

以
前
、私
の
一
般
質
問
で
、

町
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
を
対
象
に
、
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
解
消
の
た
め
の
講
習

会
な
ど
を
実
施
す
る
の
か
と

聞
い
た
と
こ
ろ
、
町
長
は
対

象
者
を
も
っ
と
広
げ
て
検
討

し
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。
今
年
度
、
そ
の
講
習
会

を
実
施
し
た
か
。

A
（
町
長
）
ま
だ
実
施

で
き
て
い
な
い
。
た

だ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に

は
事
業
の
内
容
を
伝
え
て
い

る
。
今
年
度
に
第
１
回
の
講

習
会
を
開
催
し
た
い
。

Q
　

事
業
内
容
を
老
人

ク
ラ
ブ
に
伝
え
た
と

い
う
が
、
担
当
室
長
は
、
ま

だ
事
業
内
容
は
決
ま
っ
て
い

な
い
と
い
う
説
明
だ
っ
た
が
。

A
（
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

長
）
具
体
的
に
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
そ
れ

は
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
な
ど
を
し
て
か
ら
と
考
え

て
い
る
。

Q
　

今
年
度
中
に
す
る

な
ら
、遅
れ
て
い
る
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
つ
べ
き�

だ
。A

（
町
長
）
ス
ピ
ー
ド

感
は
必
要
だ
が
、
や

は
り
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
の

が
大
事
だ
。
そ
の
辺
り
は
担

当
課
が
十
分
検
討
す
る
。

移
住
者
に
丁
寧
で

�

親
切
な
説
明
を

　

以
前
、他
の
議
員
か
ら「
移

住
希
望
者
に
も
っ
と
手
厚
い

Ｐ
Ｒ
を
」
と
い
う
一
般
質
問

が
あ
っ
た
。
ま
っ
た
く
同
感

だ
。
そ
こ
で
、
直
島
カ
ラ
ー

ズ
で
案
内
し
て
い
る
空
き
家

で
、
現
在
の
登
録
件
数
を
聞

く
。A

（
町
長
）
賃
貸
物
件

の
登
録
数
が
２
件
だ
。

Q
　

実
は
、
町
民
の
方

か
ら
直
島
町
は
移
住

者
・
定
住
者
に
厳
し
い
、
や

さ
し
く
な
い
と
い
う
意
見
が

あ
る
こ
と
を
聞
い
た
。ま
た
、

移
住
者
の
方
が
、
町
に
空
き

家
の
情
報
を
尋
ね
た
ら
、
不

親
切
な
説
明
だ
っ
た
と
い
う

意
見
を
聞
い
た
と
い
う
情
報

が
あ
っ
た
。
移
住
者
に
は
、

で
き
る
だ
け
丁
寧
で
・
親
切

な
説
明
が
大
事
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
当
然
、
公

務
員
な
ら
、
親
切
で

や
さ
し
く
説
明
す
る
の
は
大

事
な
こ
と
と
感
じ
て
い
る
。

町
職
員
が
そ
の
よ
う
な
厳
し

い
言
葉
は
出
し
て
い
な
い
と

思
う
。

人
口
減
少
・
維
持
対
策

に
係
る
定
期
借
家
制
度

　

私
の
一
般
質
問
で
「
定
期

借
家
制
度
」
の
周
知
を
提
言

す
る
と
、
町
長
は
、
今
年
度

に
個
別
の
相
談
会
を
開
催
し

て
、
そ
こ
で
「
定
期
借
家
制

度
」
の
周
知
を
す
る
と
の
回

答
だ
っ
た
。
そ
の
相
談
会
に

つ
い
て
本
年
度
の
実
施
し
た

回
数
、そ
し
て
、そ
こ
で
「
定

期
借
家
制
度
」
の
周
知
を
さ

れ
た
か
。

A
（
町
長
）
相
談
会
は

今
年
度
３
回
実
施

し
、
そ
の
相
談
会
で
定
期
借

家
制
度
の
周
知
は
、
賃
貸
の

相
談
は
な
く
売
却
の
相
談
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
説
明
し
て

い
な
い
。

Q
　

直
島
カ
ラ
ー
ズ
に

定
期
借
家
制
度
を
掲

載
す
る
こ
と
で
、
賃
貸
登
録

物
件
も
増
え
て
人
口
増
加
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
検
討
は
す

る
が
、
で
き
る
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
。

定期借家制度で空き家登録物件増に

定
期
借
家
制
度
と
は

　

通
常
の
借
家
は
貸
借
期
間

が
満
了
に
な
っ
て
も
、
貸
主

に
正
当
な
事
由
が
な
け
れ
ば

借
家
契
約
は
継
続
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
定
期
借
家

は
、
貸
借
期
間
が
満
了
に
な

れ
ば
、
継
続
し
な
く
借
家
の

終
了
と
な
る
。
こ
の
制
度
で

借
主
は
期
間
の
満
了
で
借
家

を
出
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

が
生
じ
る
が
、
再
契
約
を
う

ま
く
利
用
す
る
こ
と
で
継
続

で
き
る
。
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資本参加は大変難しい

松島 議員

〔
町
長
〕
非
常
に
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

四
国
汽
船
へ
の
資
本
参
加
を

　

今
般
、
四
国
汽
船
は
コ
ロ

ナ
被
害
を
理
由
に
大
幅
な
減

便
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
要

員
不
足
が
解
消
さ
れ
た
際
に

は
復
元
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
よ
う
だ
が
、
方
便
と

し
か
聞
こ
え
な
い
。
要
す
る

に
経
営
上
の
利
便
と
思
え

る
。
一
方
、
瀬
戸
内
海
航
路

各
社
の
中
で
黒
字
経
営
は
四

国
汽
船
一
社
と
聞
く
。

　

他
の
多
数
会
社
は
国
の
補

助
金
の
中
で
公
共
交
通
機
関

の
責
を
果
た
し
て
い
る
。
過

去
に
国
道
フ
ェ
リ
ー
と
称
し

た
本
四
間
を
つ
な
い
だ
航
路

も
あ
っ
た
が
、
正
に
四
国
汽

船
は
町
道
と
し
て
の
役
割
そ

の
も
の
で
あ
る
。

　

昨
今
の
当
社
の
発
言
は
言

い
た
い
放
題
と
思
え
る
。
例

え
ば
買
物
の
手
荷
物
は
１
階

の
仮
置
き
は
有
料
と
す
る
。

一
部
手
押
車
は
有
代
、
小
型

船
で
は
不
可
。
ペ
ッ
ト
は
条

件
付
。
こ
れ
ら
の
町
民
無
視

の
や
り
た
い
放
題
を
解
消
す

る
た
め
町
政
権
の
経
営
参
加

が
必
要
と
思
う
。

　

町
民
不
在
と
感
じ
て
い
る

利
用
者
が
多
数
存
在
し
て
い

る
。
現
状
を
変
え
る
た
め
に

は
町
政
の
資
本
参
加
に
よ
る

経
営
参
入
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ

る
。

　

町
長
の
見
解
を
問
う
。

A
（
町
長
）
議
員
に
は

町
長
室
で
、
四
国
汽

船
の
減
便
は
人
手
不
足
の
た

め
と
説
明
し
た
。
ま
た
、
議

員
の
発
言
は
議
会
の
議
場
で

不
適
切
で
あ
り
、
相
手
を
侮

辱
す
る
も
の
だ
。

　

町
が
資
本
参
加
す
べ
き
と

の
質
問
、
議
員
は
以
前
町
長

を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
在
任

中
に
四
国
汽
船
の
株
を
町
に

売
り
た
い
と
の
申
し
出
が

あ
っ
た
と
聞
い
た
が
、
町
は

買
え
な
い
と
の
話
だ
っ
た
。

も
し
私
が
町
長
だ
っ
た
ら
購

入
し
た
と
思
う
。

　

し
か
し
、
現
時
点
で
は
非

常
に
困
難
で
あ
り
、
今
町
と

し
て
言
え
る
こ
と
は
、
住
民

な
ど
の
声
を
代
弁
し
て
、
人

員
確
保
を
早
急
に
し
て
一
刻

も
早
く
船
便
を
元
に
戻
す
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
こ
と
だ
。

Q
　

ど
ん
な
事
情
が

あ
っ
て
困
難
な
の
か
。

A
（
町
長
）
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
ノ
ー
コ
メ

ン
ト
だ
。

Q
　

結
論
的
に
経
営
参

加
は
し
な
い
と
の
答

弁
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

A
（
町
長
）
私
が
申
し

上
げ
た
の
は
、
非
常

に
難
し
い
と
い
う
こ
と
だ

け
。
議
員
が
町
長
の
時
、
な

ぜ
買
わ
な
か
っ
た
の
か
。
そ

の
時
買
っ
て
お
け
ば
株
主
と

し
て
発
言
権
が
あ
り
、
非
常

に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
四

国
汽
船
に
も
っ
と
も
っ
と
言

え
る
は
ず
だ
。
な
ぜ
買
わ
な

か
っ
た
の
か
私
か
ら
質
問
し

た
い
く
ら
い
だ
。

Q
　
「
難
し
い
」
と
「
し

ま
せ
ん
」
は
大
き
な

距
離
が
あ
る
。
検
討
す
る
と

か
、
前
向
き
に
検
討
す
る
と

い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
中
で

ど
の
程
度
の
温
度
差
か
。

　
〔
暫
時
休
憩
〕

（
議
長
）
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し

て
云
々
は
質
問
の
内
容
が
曖

昧
だ
。
町
長
に
、
や
る
か
や

ら
な
い
か
、
質
問
の
主
旨
を

き
ち
ん
と
質
問
す
る
よ
う
に
。

　

ま
た
私
は
、
一
般
質
問
な

の
で
内
容
は
個
人
の
意
見
と

し
て
尊
重
し
て
き
た
。
し
か

し
、
議
員
の
「
言
い
た
い
放

題
、
や
り
た
い
放
題
」
の
、

そ
れ
ら
の
言
葉
は
今
後
慎
む

べ
き
と
思
う
。

　

今
後
、
質
問
の
内
容
に
つ

い
て
は
十
分
注
意
す
る
よ
う

お
願
い
す
る
。

　
「
同
感
」
の
声
あ
り

　
〔
会
議
再
開
〕

Q
　

私
の
質
問
表
現
が

妥
当
で
は
な
い
と
の

指
摘
。こ
の
質
問
の
動
機
は
、

あ
る
町
民
か
ら
ぜ
ひ
議
会
で

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
そ
の
説
明
と

し
て
、若
干
強
く
表
現
し
た
。

　

最
後
に
、
町
長
は
今
は
難

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
だ
が

し
か
し
と
い
う
ふ
う
な
答
弁

だ
っ
た
と
理
解
し
た
い
と
思

う
が
。

A
（
町
長
）
私
は
、
だ

が
し
か
し
と
言
っ
た

記
憶
は
な
い
。
株
の
取
得
は

大
変
難
し
い
と
し
か
答
弁
で

き
な
い
。
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一

般

会

計

◎
歳
入

◦ 

国
よ
り　

社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

事
業 

４
３
９
万
円
追
加

◦ 

国
・
県
よ
り　

子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

給
付
事
業

 

80
万
円
追
加

◦
国
・
県
よ
り　

電
動
車
イ

ス
等
購
入
費
負
担
金

 
１
４
３
万
円
追
加

◦
前
年
度
繰
越
金

 

１
８
６
３
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
光
熱
水
費

 

８
８
３
万
円
追
加

◦
電
動
車
イ
ス
等
購
入
費

 

１
９
０
万
円
追
加

◦ 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

 

４
１
４
万
円
追
加

◦ 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金

 

78
万
円
追
加

◦
検
診
等
手
数
料

 

２
８
６
万
円
追
加

◦
下
水
道
会
計
へ
操
出
金

 

５
１
１
万
円
追
加

◦ 

外
国
語
指
導
助
手
へ
委
託

料 

１
３
５
万
円
追
加

特

別

会

計

　
（
診
療
所
事
業
）

◎
歳
入

◦
前
年
度
繰
越
金

 

３
４
５
万
円
追
加

◦
自
由
診
療

 

２
２
５
万
円
追
加

◎
歳
出

◦
光
熱
水
費

 

１
０
０
万
円
追
加

◦
消
耗
品
費

 

４
７
０
万
円
追
加

　
（
下
水
道
事
業
）

◎
歳
入

◦
一
般
会
計
繰
入
金

 

５
１
１
万
円
追
加

◎
歳
出

◦
光
熱
水
費

 
５
１
１
万
円
追
加

　
〔
簡
易
水
道
事
業
〕

◎
収
益
的
支
出

◦
鶴
石
と
浄
水
場
の
電
気
代

 

１
０
４
４
万
円
追
加

◎
資
本
的
支
出

◦ 

玉
野
・
直
島
送
水
管
工
事

負
担
金

 

４
０
０
０
万
円
追
加

令和４年度　補正予算

条例改正

趣　

旨

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

展
し
、
若
年
労
働
者
人
口
の

減
少
が
続
い
て
い
る
中
で
、

複
雑
化
す
る
行
政
課
題
に
的

確
に
対
応
し
、
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
後
60
歳

を
超
え
る
職
員
の
能
力
及
び

経
験
を
活
用
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
定
年
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
能
力
と
意
欲

の
あ
る
職
員
を
最
大
限
活
用

し
つ
つ
、
次
の
世
代
の
職
員

に
知
識
、
技
術
、
経
験
等
を

継
承
す
る
た
め
。

主
な
内
容

・ 

令
和
５
年
度
か
ら
職
員
の

定
年
年
齢
を
段
階
的
に
引

き
上
げ
、
令
和
13
年
度
以

降
は
65
歳
と
す
る
。

年　

度

定
年
年
齢

５
・
６
年
度

61
歳

７
・
８
年
度

62
歳

９
・
10
年
度

63
歳

11
・
12
年
度

64
歳

13
・
14
年
度

65
歳

・
役
職
定
年
制
の
導
入

　

管
理
職
に
つ
い
て
は
、
原

則
、
60
歳
に
到
達
後
降
任
と

す
る
。

・ 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
制
の
導
入

　

60
歳
以
降
の
勤
務
は
フ
ル

タ
イ
ム
を
基
本
と
す
る
が
、

本
人
の
意
向
に
よ
り
パ
ー
ト

タ
イ
ム
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

お
詫
び
と
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
２
０
１
号
３
ペ
ー
ジ
（
健
康
推
進
室
長
） 

８
行
目
の
「
５
歳
以
下
」
は
「
５
歳
以
上
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

直
島
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
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11
月
22
日
に
臨
時
議
会
を

開
催
し
、
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
発

行
事
業
・
子
育
て
世
帯
応
援

給
付
事
業
等
の
一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
自
由

診
療
費
の
収
入
増
に
伴
い
、

診
療
所
特
別
会
計
へ
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
減
額

す
る
診
療
所
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
を
全

員
賛
成
で
承
認
し
た
。

臨
時
議
会

専
決
処
分

一

般

会

計

◎
歳
入

　

国
庫
支
出
金

 

７
９
１
４
万
円
追
加

　

繰
越
金

 

５
３
０
万
円
追
加

◎
歳
出

　

 

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
事
業

　

本
来
は
議
会
が
議
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
件

を
、
時
間
的
に
議
会
の
招

集
を
待
て
な
い
緊
急
な
場

合
な
ど
に
、
行
政
運
営
の

遅
れ
や
滞
り
を
防
ぐ
た

め
、
例
外
的
に
町
長
が
議

会
の
議
決
に
代
わ
り
意
思

決
定
す
る
こ
と
。

　

こ
の
場
合
、
議
会
へ
の

報
告
と
、
議
会
の
承
認
が

必
要
と
な
る
。

専
決
処
分
と
は

自
閉
症
治
療
の

�

通
院
費
に
助
成
を

　

自
閉
症
は
小
さ
い
う
ち
か
ら
の
治
療

で
完
治
す
る
可
能
性
が
高
い
。
重
度
の

場
合
に
は
治
療
費
・
通
院
費
に
あ
る
程

度
の
助
成
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
中
・
軽

度
に
は
な
い
の
が
現
状
だ
。
専
門
の
病

院
に
通
院
す
れ
ば
そ
れ
な
り
の
交
通
費

が
か
か
り
、
相
応
の
負
担
に
な
っ
て
い

る
。
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
も
通
院

費
等
に
助
成
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

�

（
令
和
２
年
３
月
定
例
議
会　
小
野
議
員
）

　

通
院
費
の
一
部
助
成
の
対
象
者
は

障
害
の
程
度
が
１
級
又
は
２
級
で
あ

り
、
知
的
障
害
の
場
合
は
、
常
時
介

護
を
要
す
る
場
合
は
重
度
の
判
定
を

受
け
て
い
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

軽
度
に
つ
い
て
は
助
成
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
。町
外
に
行
く
と
フ
ェ
リ
ー

代
や
タ
ク
シ
ー
代
も
か
か
る
。
他
の

答
　
弁

結
　
果

　

県
内
に
は
、軽
度
の
子
ど
も
に
対

し
て
交
通
費
へ
の
公
的
な
補
助
を

し
て
い
る
自
治
体
は
な
い
。今
の
と

こ
ろ
補
助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

 

（
住
民
福
祉
課
長
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、議
員
が
以
前
に
一
般
質
問
や
委
員
会
な
ど
で
質
問
し
た
問
題
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
追
跡
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
３
月
定
例
会
で
、「
自
閉
症

の
子
ど
も
の
通
院
費
助
成
を
」
の
質
問

に
、
町
長
は
他
の
自
治
体
の
状
況
を
調

査
し
て
実
施
の
有
無
を
含
め
て
検
討
し

た
い
と
答
弁
し
た
。
そ
の
後
、
報
告
は

な
い
が
検
討
し
た
の
か
。
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
は
な
い
の
か
。

�

（
令
和
４
年
11
月
常
任
委
員
会　
小
野
議
員
）

経
　
過

自
治
体
の
状
況
等
を
調
査
し
、
実
施

の
有
無
を
含
め
て
ど
ん
な
方
法
が
よ

い
か
検
討
し
た
い
。 

（
小
林
町
長
）

 

２
１
３
７
万
円
追
加

　

 

子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金

給
付
事
業

 

７
５
８
万
円
追
加

◦ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業

 

１
１
６
８
万
円
追
加

◦ 

生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
発

行
事
業

 

４
６
９
８
万
円
追
加

　
（
診
療
所
会
計
）

◎
歳
入

　

一
般
会
計
繰
入
金

 
４
０
０
万
円
減
額

　

自
由
診
療
雑
入

 

４
０
０
万
円
追
加



議会だより　なおしま No.202議会だより　なおしま No.202 12

　私が１日議会体験学習を通じて学んだことは２つあります。
　１つ目は、立法の仕組みについてです。社会で学んだ際はある程度しか理解しておら
ず、議会ではどのような質疑応答が行なわれているかなどの疑問がありました。しかし、
実際に議員として議会に参加することで、より立法についての関心や理解度が高まりま
した。また、議会は緊張感があり、町の方も丁寧に答弁してくださってとても良い経験
になりました。
　２つ目は、一人一人の大切さです。今回の答弁の中でも、気になった事は連絡してく
ださいと町の方がおっしゃってくださいました。「誰かが何かをしてくれる」という考
え方ではなく、「自分が何をするのか」という考え方で過ごしていきたいと思います。
そうする事で、町がもっと良い方向に動くと思います。ありがとうございました。

　先日は、お忙しい中議会体験をさせていただき、ありがとうございました。私は、今

回海岸の清掃活動について、質問させていただきました。質問をさせてもらう時は緊張

しましたが、はきはきと自分の意見を述べることができました。昨年は、議会見学をさ

せていただきました。昨年とは自分の立場が違ったので、議会を別の視点で見ることが

でき、発言をする責任と、大切さを感じることができました。また、会議室の見学もさ

せていただきありがとうございました。普段は見ることができない部屋を見学させてい

ただいたことで、議会をもっと身近なものとして感じることができました。これらの貴

重な経験を、高校生活で生かしていきたいです。

　私は今回の体験を通して、地域のことを皆で話し合って決める大切さを改めて実感し
ました。
　私の夢は国会議員になって、世界中全ての人が明日が来ることを願うような社会を創
りたいと思っています。だからこそ、今回の体験で、地域の事業に携わっている方々と
議会で議論できたことは、大変光栄に思っております。
　今回の体験で学んだことは、「立法」と「行政」の連携の重要性と様々な視点から、
今の地域を見つめ、課題を発見する大切さです。この２つが今の直島にあるからこそ、
住みやすい町が出来ていると思いました。だから、今の直島を見つめ直して自分たちが
主体となってさらに改善したいと思いました。
　今回このような機会を設けていただきありがとうございました。

鳴瀨�東光�さん

河野�まるも�さん

石井�雄貴�さん

　11月９日、中学３年生による１日議会が開催され、18の質問で町政を
問いました。
　再質問もあり、有意義な議会体験になったと思います。
　皆さんに感想文を書いていただきましたが、紙面の都合上６人の生徒の
感想文を紹介します。

中 学 生 １ 日 議 会 体 験 記第39回
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　この度は私たちに議会体験をさせていただきありがとうございました。自分が町に対
して疑問に思っていたことを直接お伺いすることができ、貴重な経験になったことを嬉
しく思います。どのような答弁をされるのか不安に思っていましたが、具体的かつ丁寧
にお答え頂き、安心しました。また疑問や不満も解消されました。
　さまざまな提案や質問に対する町の方の答弁を拝聴し、よりよい直島町にするための
取り組みを知ることができました。また、対策を限られたお金で行なうことの難しさを
知り、町に任せておけばよいという考えが変わりました。私たちにもできることがたく
さんありました。観光客の方が楽しめ、町民にとって住みよい直島町にしていくために、
できることが何か考えて行動に移していけるよう努力したいです。

　先日は、１日議会体験をさせていただきありがとうございました。私は、議員と議長
の２つの役職を務めさせていただきました。
　議長をするときには、リラックスしてゆっくり発言することを心がけました。議長席
からは、議場の全体が見え、議場の雰囲気を感じることができました。
　議員として質問するときは、少し緊張しました。どのような答弁が返ってくるか気に
なっていましたが、詳しい答弁が返ってきて納得しました。でも、１度は再質問したかっ
たと思いました。
　今回の体験を通して、直島町の事や議会について知ることができました。また、とて
も貴重な体験ができました。この体験を通して社会の勉強などに生かしていきたいと思
います。これからも、政治について関心を持ち続けていきたいです。

　先日は、１日議会体験をさせていただきありがとうございました。今回の議会体験を

通して、改めて直島について考えることができました。私は、ソフトテニス部の部室に

ついて質問させていただきました。質問に対して、丁寧に説明していただき納得するこ

とができました。でも、１つだけ心残りなのは再質問をすることができなかったことで

す。何かしら言おうと思っていたけれど、緊張して言葉にすることが難しく、質問をす

ることができませんでした。自分の思いを言葉で伝えることの難しさを改めて知ること

ができました。また、私たちのために前もって準備をしていただきありがとうございま

した。この体験で学んだことは、しっかりと次につなげていきたいと思います。

松野�花南�さん

濵口�寛太�さん

橋本�心佑�さん
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古紙配合率100%再生紙を使用しています

　
「
子
に
過
ぎ
た
る
宝
な
し
」

子
ど
も
は
、
ど
ん
な
宝
よ

り
も
ま
さ
っ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
わ

ざ
で
す
。

　

国
を
あ
げ
て
少
子
化
対

策
に
取
り
組
む
一
方
で
、

一
部
の
保
育
園
で
は
園
児

が
虐
待
さ
れ
、
保
育
士
が

逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
起
き
ま
し
た
。

　

保
育
士
は
皆
、
子
ど
も

が
好
き
で
、
優
し
い
先
生

に
な
ろ
う
と
志
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
ど
こ
で
歪
ん

で
し
ま
っ
た
の
か
。

　

ス
ト
レ
ス
は
ど
ん
な
職

業
の
人
で
も
抱
え
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
矛
先
が
子

ど
も
に
向
か
な
い
よ
う
、

世
界
の
宝
を
守
れ
る
社
会

に
な
る
よ
う
尽
力
し
た
い

と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

 

（
山
下　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
井
下　

良
雄

委
員
長
　
山
下　

玲
子

副
委
員
長
　
浜
口　

敏
夫

委
　
員
　
山
上　

英
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
宮
原　

三
郎

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

A （
大
岸
）
４
歳
か
ら
10
歳

ま
で
20
人
の
生
徒
さ
ん
に
教

え
て
い
ま
す
。

Q　

教
室
は
ど
の
く
ら
い
の

ペ
ー
ス
で
開
い
て
い
ま
す

か
、
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

A （
大
岸
）
ア
ー
ト
島
セ
ン

タ
ー
で
、
月
・
火
・
木
・
金

曜
日
に
教
え
て
い
ま
す
。

Q　

絵
画
教
室
と
し
て
の
教

え
る
こ
と
の
難
し
さ
と
か
あ

り
ま
す
か
。

A （
大
岸
）
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
絵
の
上
手
さ
よ
り

も
、
ま
ず
は
自
信
を
持
た
せ

る
と
こ
ろ
か
ら
一
緒
に
や
っ

て
い
ま
す
。

Q　

逆
に
楽
し
い
こ
と
や
、

達
成
感
を
感
じ
る
と
き
な
ど

あ
り
ま
す
か
。

A （
大
岸
）
そ
の
人
な
ら
で

は
の
表
現
に
出
会
え
た
時

や
、
絵
を
描
い
て
い
て
「
楽

し
い
！
」
と
い
う
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
た
時
で
す
。

Q　

私
も
子
ど
も
た
ち
に
つ

つ
じ
太
鼓
の
指
導
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
集
中
力
を
持
続

さ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
大
岸
先
生
は

ど
の
よ
う
に
し
て
持
続
さ
せ

て
い
ま
す
か
。

A （
大
岸
）
子
ど
も
た
ち
の

興
味
や
関
心
事
に
合
わ
せ
て

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
い
ま

す
が
、
集
中
力
を
保
つ
の
は

難
し
い
で
す
ね
…

Q　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
感
触

は
ど
う
で
す
か
。

A （
大
岸
）
町
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
活
動
で
き
る
こ

と
が
あ
り
が
た
い

で
す
。
行
政
や
地

域
の
皆
さ
ま
の
お

力
添
え
が
あ
っ
て

こ
そ
で
す
。

Q　

生
徒
の
皆
さ

ん
に
質
問
で
す
。

大
岸
先
生
に
習
っ

て
い
て
、
楽
し
い

こ
と
、
難
し
い
こ

と
は
何
で
す
か
。

A （
岡
内
華
子
）
作
っ
た
り

工
作
す
る
こ
と
が
大
好
き
だ

て
い
ま
す
。
他
に
も
ナ
オ
シ

マ
ル
シ
ェ
や
文
化
講
座
な
ど

に
も
時
々
参
加
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

大
岸
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
将
来
の
直
島

出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

大岸夏子さん

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
教
室
を

　

今
回
登
場
い
た
だ
く
の
は

絵
画
教
室「
ア
ト
リ
エ
・
フ
ォ

レ
ス
ト
」
の
代
表
者
大
岸
夏

子
さ
ん
で
す
。
大
岸
さ
ん
本

日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

Q　
「
ア
ト
リ
エ
・
フ
ォ
レ

ス
ト
」
は
、
い
つ
頃
で
き
ま

し
た
か
。

A （
大
岸
）
約
３
年
前
に
、

「
子
ど
も
に
絵
を
教
え
て
ほ

し
い
」
と
知
人
に
頼
ま
れ
て

始
め
ま
し
た
。

Q　

現
在
の
生
徒
さ
ん
の
年

齢
、
人
数
は
ど
の
く
ら
い
い

ま
す
か
。

か
ら
楽
し
い
。

（
岡
田
太
郎
）
テ
ー
プ
を
ペ

タ
ペ
タ
貼
る
の
が
楽
し
い
！

キ
ラ
キ
ラ
し
て
る
絵
が
す
き
。

（
松
崎
美
桜
）
細
か
い
作
業

も
時
々
あ
っ
て
難
し
い
け
ど

ど
れ
も
楽
し
い
で
す
。

Q　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

読
者
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
ど
う
ぞ
。

A （
大
岸
）
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が

通
え
る
絵
画
教
室
を
目
指
し


